





































C農学研究第41巻第3号 115-118 1954) (115) 
著者ちは数種の=トロ化合物を苛惨カリ粉末及びアルコールと共;-C処理した後前報1に報告
した方法で分解し窒棄の定量を符ったが必やしも満足すペき結果が得ちれなかった.











2，5ー ヂグロロー 1-.:=.トロペY-1ty. 3，4-ヂグロロー1-.:=.トロペシゼY. 4ー グロロー 2-.:=.トロア=















主符ラ.即ち，グJレfFス 300mg，硫酸カリ 19，セ ν=ウム 15mg，硫酸銅(結晶)20mg， 
第 1表 前処理に於ける水の影響
f無水アル=ールO.2C':C又は無水アルコールO.2∞，水0.2cc)KOH 100tng 
誤 料 :N約 5mg~と共に理処し，グル::t -A 300mg，淡硫酸 4α，硫酸カリ 19，se 1白ng，
lCuSO~ ・ 5H2 0 20mg. 分解時聞は清澄後1. 5時間
イh 令 物
2， 5-ヂクロロ町1-且トロペ Vぜ V















『無水アルヨール 0.2c， KOH 100mgと共に処理.グル::2-;<. 300mg， 











4-クロロー 2-.::r.トロアセトアー ライ V
mーヂートロペンセン
2， 4， 6・ト!).=.トロフ Z ノール
NOz C6H4CHO 
NO~ C6 H40H 
NOi C6 H4 CHs 
NOz cu H4NH2 
C}2'C6 Hs NOz 
Clz C6 H3 NOz 
Cl NO・'CRH兎〈"......Ij.l..L;i -NH2 
Cl 
NOzCu 同 <NIiCOClh
Co H4 (NOZ)2 




9.4， 9.3 9.27 
10.1， 1Q.l骨 10.M 
1<:1.1， 10.2・ 10.21 
20.4‘，・ 20.5 20.29 
7.3， 7.2 7.30 
7.1， 7.1 7.3g 
16..3， 16.4‘ 16.24 
13.2， 13.1・ 13.96 
**14.6， 13.8** 16.67 
16.3， 16.1働優勢 18.34 
第 3 表 アルカP前処混に依る品トロ化合物中筆家の定量(加黙過度の樋合〉
試
r然水アル=ール0.2c， KOH 1∞mg， 50017ツト時電熱上直火にて加熱しア
Iム毛a ア臭ある煤鯵質がフヲ見ヨの口に上昇して*ると直ちに加熱を中断，
斜 :N約 5mg<l数回此操作を繰返す.後グルコ -;;<.300mg，濃硫酸4α.;硫酸力リIg，se 15mg， 
¥.CuS04・5Hz 0 2Omg2:共に分解.分解時聞は液消澄後1.5時間.
イtニ 合 物 N分析他(%) N計算依(%)
m-=ト冒ベシズアルヂヒド 8.2， 8.2 9.27 
p-..トロフヱノール 8.7， 8.7， 6.3 10.07 
p--トロトルZ シ 8.2， 7.7 10.21 
p-昌トロア=9:v 19.4， 19.5 20.29 
2， 5ーヂクロロ・1-.:0トロベンせV 7.1， 7.2 7.30 
3， 4-ヂクロロー 1・a トロベV告t::V 7.3， 7.1 7.30 
4-クロロー 2-.:トロアー 9:v 15.4， 15.5 16.24 
4-ク官官ー，2-..トロアセトアーライド 12.8， 12.8 13.06 
m-ヂa トロベシせV 13.6， 13.6 16，67 
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